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鉄道駅のバリアフリーを進めます

住みやすいまちづくりを進めます

●八尾市内鉄道駅へのエレベーター設置を促進し、交通バリアフリーを進めます。

●身体障害者用トイレ、スロープ、エスカレータ―の設置など駅舎全体のバリアフリー化を

進めます。

●コミュニティバスは効率面から積極的に見直しをおこない、新たな交通体系網の構築を

進めます。

●硬直化した都市計画の用途地域や都市計画道路を柔軟に見直します。

●農免道路を神立から服部川まで延ばし、市内東部の山麓線の整備を図ります。

●市民病院跡地、地下鉄八尾南駅前、水環境保全センター上部地、旧八尾南高校や清友

高校、八尾空港西側跡地など、公共空地の有効利用を図ります。
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徹底した情報公開・ガラス張りの市政運営を行います
●競争入札制度を徹底させ、電子入札を更に促進し、指名競争入札から一般競争入札に移

行します。

●審議会などの会議もすべて公開し、会議録を発行するとともに、インターネットで検索で

きるようにし、市民に開かれた市政を目指します。

●議会とお互いの立場を尊重しつつ、政策形成能力向上のための共同方策を進めます。

●議会での答弁などは、分かりやすくします。

●市民自治基本条例を制定し、八尾市の向かう方向の基本を定めます。

●政治倫理条例を制定し、開かれた市政を進めます。

市民の共同参画を強力に進めます
●予算の１パーセントを市民からの提案や公募などによる施策のために使い、市民主体の

まちづくりを推し進めます。

●これまでのように施策を行政が立案し、市民に提示する「市民参加型」ではなく、素案の

作成の段階からかかわる、「市民との協働・市民参画型」の施策実現を目指します。

●となり近所の町会、民生委員、保護司などの集まった地区福祉委員会、企業、ＮＰＯ、各種

団体との協働で、まちづくりをおこなう地域経営（ローカルガバナンス）を、明瞭な指標

を立てて、推し進めます。

●現在のラウンドテーブルをより実効性のあるものにするため、出張所機能の再編とあわ

せて、地域まちづくり活動の支援を行い、地域分権を進めます。

●積極的に活動する市民を支援するサポートセンターを再構築し、政策研究機関と一体と

なった協働の場づくりをし、さらに実体的に機能するものにします。

●現在の老朽化した中央図書館について、市民が計画し決定に関わる、本当の意味の、市

民中央図書館にします。
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